
日々開発されるケーブルテレビ関連機器などを、実際に検証
しながらチェック！ 実用性に焦点をあてて報告します。
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今号は音声600Ω系の可変減衰量アッテネータ（ATT）を紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

600Ω系可変減衰量ATT
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私たちケーブルテレビ局の技術者は、
プライマリーIP電話やインターネットなど
ミッションクリティカルな双方向アプリ
ケーションの増加により、設備の安定
動作に目を光らせています。
今回は音声600Ω系の可変減衰量

アッテネータ（ATT）を紹介します。
内部回路はブリッジT型で、切替ス

イッチで固定減衰量の回路を切替えま
す。外観を写真1に、回路図を図1に示
します。
ここで、Kを減衰比（真数）で表すと
抵抗値V,Wは次の式で計算できます。
V=600×（K-1）
W＝600×（1/（K-1））
例として3dBの減衰比を必要とする
場合、10（̂3/20）で計算できる（10の

0.15乗）K=1.412537545を使って、
V=247.523Ω、W=1454.413Ωと計
算できます。1dBから20dBまでを計算
した表を図2に示します。
ロータリスイッチを切替回路に使用し
たアッテネータを図3に示します。T型、
π型アッテネータと比較して、ブリッジT
型アッテネータは一つの減衰量に対し

て2個の抵抗を用意すればいいので抵
抗1個の削減になります。回路図で
600Ωの特性インピーダンスと同じ値
の抵抗2個を共通として使うのがわかり

ます。特性インピーダン
スを変えたい場合はこ
の抵抗値を変えてV、
Wの抵抗値を再計算
することになります。
RF（高周波）を主に

とりあつかうケーブルテ
レビ技術者にはオー
ディオ関係の部品はな
じみが薄いですが、コミ
チャン（コミュニティチャ
ンネル）送出では必要
となる場合があります。

写真1：外観 図2：減衰比と抵抗値

図1：ブリッジT型ATT回路図

図3：スイッチを加えた回路


